
〈
研

究

論

文

１

〉

Ｅ
・
Ａ
・
ゴ
ル
ド
ン
の
人
と
思
想

―
―
そ
の
仏
耶
一
元
論
へ
の
軌
跡
―
―

中
　
村
　
悦
　
子

想思と人のンドルゴＡＥ
－

2
9

は

じ

め

に

第
二
一
回
比
較
思
想
学
会
、
記
念
展
示
「
比
較
思
想
と
早
稲
田
大
学
―
―

大
隈
重
信
・
ゴ
ル
ド
ン
夫
人
・
朝
河
貫
一
―
―
」
の
テ
ー
マ
に
則
し
て
、
ゴ

ル

ド

ン

夫

人

に

つ

い

て

研

究

の

一

端

を

述

べ

て

み

た

い

。

こ
の
展
示
が
主
に
依
拠
し
て
い
る
の
は
「
早
稲
田
大
学
ゴ
ル
ド
ン
文
庫
」

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
英
国
の
比
較
宗
教
学
者
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ア
ン
ナ
・
ゴ
ル

ド
ン
（
Ｅ
ｌ
ｉ
ｚ
ａ
ｂ
ｅ
ｔ
ｈ
　
Ａ
ｎ
ｎ
ａ
　
Ｇ
ｏ
ｒ
ｄ
ｏ
ｎ
　
１
８
５
１
―
１
９
２
５
）
が
、
原
始
キ
リ
ス
ト

教

と

仏

教

の

比

較

を

主

な

目

的

と

し

て

、

ア

ジ

ア

各

地

で

収

集

し

た

器

物

（
仏

像

、

掛

け

軸

な

ど

）

五

八

六

点

と

、

そ

の

研

究

の

た

め

の

英

書

一

四

四

三

冊

か

ら

成

り

、

一

九

一

六

年

に

早

稲

田

大

学

に

寄

贈

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

。

現

在

、

判

明

し

て

い

る

ゴ

ル

ド

ン

自

身

の

編

著

書

、

論

文

、

一

五

点

の

う

ち

、

一
〇

点

が

こ

の

中

に

含

ま

れ

て

い

る

。

こ
れ
ら

は
、
創
設

者
ゴ
ル
ド
ン
の
思
想
を
た
ど
る
た
め
に
も

、
ま
た
二
〇

世
紀
初
頭

に
お
け

る
英
国
の
ア
ジ
ア
研

究
や
比
較
宗
教
学
の
実
態
を
知
る
上

で
も
、
得
が

た
い
資

料
で
あ
る
。
だ
が
現
在
で

は
、
こ
の
文
庫
の
存
在
や
創

設
者

ゴ
ル
ド
ン
の
こ
と
を
知
る
人
は
極
め
て
少

な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
私

自
身
も
、
数
年
前

に

ロ
ン
ド
ン
で
、
日
本
女
子
教
育
の
先
駆
者
下
田
歌
子

の

欧
米
女
子
教
育
視
察

の
史
料
を
集
め
て

い
た
時

に
、

は
じ
め
て

ゴ
ル
ド
ン
の

名
を
知

っ
た

の
で

あ
る
。

当
時
、
華
族
女
学

校
の
学
監
で
あ
っ
た
下
田

は
、
こ
の
欧
米
視
察
に
よ
っ

て
庶
民
教
育
の
重
要
性
を
悟
り
、
帰
国
後
、
帝
国
婦
人
協
会
を
組
織
し
て
。

実
践
女
学
校
や
女
子
工
芸
学
校
な
ど
を
開
校
し
て
い
る
。
女
子

教
育
に
一
つ

の
転
機
を
も
た
ら
し
た
と
い
え

る
こ
の
留
学
中
、
下

田
を
「
宮
の
下
」
と
名

づ
け

た
自
邸
に
寄
宿
さ
せ
て

、
各
種
の
教
育
視
察
は
も
と
よ

り
、
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
女

王
へ
の
謁
見
や
自
由
党
女
子
部
の
議
案
検
討
会

な
ど
も

体
験
さ
せ
た



英
国
の
一
女
性
が

い
た
。
そ
れ
が

ゴ
ル
ド
ン
央
人

だ
っ
た
。

下
田

の
外

に
も
当
時
の
在
英
日
本
人
で

そ
の
援
助

を
受
け

た
者

は
多

く
、

彼

等
に
よ
っ
て

ゴ
ル
ド
ン
は
「
英
国
に
お
け
る
日
本
の
母
」
と
呼

ば
れ
て

い

た
。
そ
れ
で
あ

る
の
に
、
当
時

の
諸
資
料
に
は
フ
ル
ネ
ー
ム
が
記

さ
れ
て

お

ら

ず
、
下

田
研
究

の
中

心
資
料
と
も
言
え
る

『
下

田
歌
子
先
生

伝
』
に
は
サ

ム

エ
ル
・
ゴ
ル
ド
ン
と
誤

記
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、

ゴ
ル
ド
ン
夫

人

の
実
像
は
知
ら
れ
な
い
ま
ま
現
在
に
至

っ
た
。

そ
れ
だ
け
に
、
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ

エ
テ

ィ
創
立
の
資
料
か
ら
ゴ
ル
ド

ン
の

本

名
を
発
見
し
た
私
の
喜
び
は
大
き
く
、
さ
ら

に
そ
の
彼
女
が
、
後
年
、
日

本
に
在
住
し
て

早
稲
田
大
学
ゴ
ル
ド

ン
文
庫
を
創
設
し
た
こ
と
を
知

っ
た
時

の
驚
き
は
一
層

大
き
か
っ
た
。
早
大
旧

図
書
館
創
立
の
当
初

か
ら
、
通
用
口

の
両
側
に
据
え

ら
れ
て

い
た
一
対

の
羊
の
石
像
も
、
彼
女

が
キ
リ
ス
ト
教
東

漸
の
証
拠
と
し
て

、
朝
鮮
義
州

で
入
手
し

た
研
究
資
料
で

あ
っ
た
。
下

田
を

世
話
し
た
日
本
贔
屓
の
親
切
な
貴
族
夫
人
と
、
比
較
宗
教
学
者
と
し
て
の
彼

女

の
乖
離

に
戸

惑

い
と
興
味

を
抱

き

な
が
ら
、
私

の
ゴ
ル

ド
ン
研
究

は
始

ま

っ
た
の
で
あ
る
。

私

は
い
ま
、
日
清
戦
争

、
日
露
戦
争

、
そ
し
て
第
一
次
世
界
大
戦
と

続
い

た
一
九
世

紀
末

か
ら
二
〇
世
紀
前
半

に
か
け
て

の
激
し

い
歴
史

の
渦

の
中
で

、

日

本
と
英
国
を

、
ま

た
仏
教
と

キ
リ
ス
ト
教
を
結
ぶ
こ
と

に
一
生

を
か
け

た

彼
女

の
波
乱

の
生

涯
を
、
大
ま

か
で

は
あ
る
が
、
一
貫
し
て
把

握
で
き

た
よ

う
に
思
う
。

専
門

外
の
私

と
し
て

は
、
比

較
思
想
と
し
て

の
ゴ
ル
ド
ン
研
究

の
端
緒
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
半
生
を
仏
耶
一
元
の
検
証
と
信
仰
に
捧
げ
る
に
至
っ

た

彼

女

の
生

の
軌

跡

を

本
稿

に
記

し

て

み

た

い
。

（
一
）エ
リ

ザ

ベ

ス

は

一

八
五

一

年

、

マ
ン

チ

ェ

ス

タ
ー

の

グ
ラ

ム
セ

ー

ル
で

下

院

議

員

Ｊ

・
Ｓ

・

ヘ

ン
リ

ー

（
Ｊ
ｏ
ｈ
ｎ
　
Ｓ
ｎ
ｏ
ｗ

ｄ
ｏ
ｎ
　
Ｈ
ｅ
ｎ
ｒ
ｙ
）

の
長

女

と

し

て

誕

生

し

た

。

祖

父

は

Ａ

＆

Ｓ

ヘ
ン

リ

ー
綿

業

会

社

を

興

し

、

産

業

革

命

の

波

に

乗

っ
て

一

代

で

巨

富

を

築

い

た

ブ

ル

ジ

ョ
ア

ジ

ー

で

、

コ

ブ

デ

ン

や

ブ

ラ

イ

ト
等

と

穀

物

条

例

撤

廃

を

か

ち

と

っ
た
自

由

主

義

マ

ン
チ

ェ
ス

タ
ー

派

の

下

院

議

員

で

も

あ

っ
た

。

そ

の
祖

父

を

育

て

た

伯

父

、

エ

リ

ザ

ベ

ス

に

と

っ
て

は

曽

祖

伯

父

に

当

た

る
人
物

は
、

ア

メ
リ

カ

最

初

の

図

書

館

を

フ

ィ

ラ

デ

ル

フ
ィ

ア

に

作

っ
た

と

い
う

。

後
年

ゴ

ル
ド

ン
は

「
彼

は

今

も

な

お
現

地
で
偉
大
な
ア

レ
キ

サ
ン
ダ

ー
と
呼
ば
れ
て

い
る
」
と
誇
り
を
も

っ
て
書
き

記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
後
述
す
る
よ
う
に
日
英
文
庫
や
、
早
大
文
庫
、

高
野
山
大
文
庫
な
ど

を
創
設
し
た
彼
女
の
行
動

の
原
点
と
な

っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
親
族

に
聖
職
者
が
多
く

、
信
仰
厚
く
育

っ
た
彼
女
は
、
二
〇
歳
前
後
の

若
さ
で
宗
教
関
係
の
本
を
続
け
て
出
版
す
る
ほ
ど
宗
教
へ
の
深
い
関
心
を
示

し

た
。
そ
し
て
、

ま
だ
女
性

の
入
学
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
一

八
七
〇
年
代

に

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
Ｆ
・
Ｍ
・
ミ
ュ
ラ
ー
教
授
に
直
接
師
事
し
て
い

る
。
そ
れ
は
こ
の
頃
ミ
ュ
ラ
ー
が
比
較
宗
教
と
い
う
新
分
野
を
拓
い
た
事
に

共

鳴
し
た
た
め
で

も
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
降
、
長
く
ミ
ュ
ラ
ー
に
師
事
し

た
事

に
よ
り
、
彼
女

は
そ
こ
に
学
ぶ
日
本

の
仏
教
学
者
南
条
文

雄
や
高
楠
順
次
郎
、



土

宜

法

龍

等

を

知

り

、

日

本

文

化

や

仏

教

に

目

を

開

か

れ

て

い

っ

た

の

で

あ

る

。二

七

歳

の

秋

、
彼

女

は

ス

コ

ッ

ト

ラ

ン

ド

の

名

門

貴

族

ゴ

ル

ド

ン

卿
（
Ｅ
ｄ
-

w
ａ
ｒ
ｄ
　Ｓ
ｔｒ
ａ
ｔ
ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｎ

　
Ｇ
ｏ
ｒ
ｄ
ｏ
ｎ

）
の

長

男

Ｊ

・

Ｅ

・

ゴ

ル

ド

ン
（
Ｊ
ｏ
ｈ
ｎ
　
Ｅ
ｄ
-

w
ａ
ｒ
ｄ
　
Ｇ
ｏ
ｒ
ｄ
ｏ
ｎ

）

と

結

婚

し

二

男

三

女

を

も

う

け

た

。

夫

ジ

ョ

ン

は

イ

ン

バ

ネ

ス

に

近

い

エ

ル

ジ

ン

、

ネ

ア

ン

地

方

を

ふ

り

出

し

に

保

守

党

議

員

を

長

く

つ

と

め

、

ま

た

祖

先

の

遺

産

と

ロ

ウ

フ

ォ

ー

ド

商

会

の

経

営

で

財

を

な

し

た

。

当

時

の

地

方

新

聞

の

記

事

に

よ

る

と

、

伝

統

を

重

ん

じ

る

堅

実

な

実

務

家

で

、

祖

父

や

父

に

似

て

自

由

闊

達

な

行

動

派

の

夫

人

と

は

、

対

照

的

な

性

格

で

あ

っ

た

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

一

八

九

一

年

ゴ

ル

ド

ン
夫

妻

は

家

族

と

と

も

に

世

界

一

周

旅

行

に

出

発

し

、

そ

の

途

中

で

か

ね

て

か

ら

興

味

を

抱

い

て

い

た

日

本

を

訪

れ

た

。

夫

人

に

と

っ
て

日

本

は

想

像

以

上

に

魅

力

的

な

国

で

あ

っ

た

ら

し

い

。

彼

女

は

帰

国

後

す

ぐ

に

Ｃ
ｌｅ
ａ
ｒ
　Ｒ
ｏ
ｕ
ｎ

ｄ

と

Ｔ
ｅ
ｍ

ｐ
ｌｅ
　ｏ
ｆ
　Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｏ
ｒ
ｉｅ
ｎ
ｔ
を

執

筆

し

た

。

こ

の

二

著

、

と

く

に

旅

行

記

Ｃ
ｌｅ
ａ
ｒ
　Ｒ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ

（
『
周

遊

』
）

は

記

述

の

多

く

を

日

本

に

あ

て

て

、

清

潔

で

上

品

で

屈

託

の

な

い

人

々

の

住

む

美

し

い

自

然

に

恵

ま

れ

た

国

と

し

て

描

き

出

し

た

。

同

じ

英

国

女

性

イ

サ

ベ

ラ

・

バ

ー

ド

が

一

八

八

〇

年

に

日

本

を

描

い

た

Ｕ
ｎ

ｂ
ｅ
ａ
ｔｅ
ｎ

　
Ｔ
ｒ
ａ
ｃ
ｋ
ｓ
　
ｉｎ

　Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

が

ベ

ス

ト

セ

ラ

ー

に

な

っ

た

の

と

同

様

に

『
周

遊

』

も

た

ち

ま

ち

版

を

重

ね

て

読

ま

れ

た

。

ゴ

ル

ド

ン

が

バ

ー

ド

の

こ

の

著

作

の

影

響

を

う

け

た

で

あ

ろ

う

こ

と

は

、

こ

の

本

が

同

じ

著

者

の

Ｋ
ｏ
ｒ
ｅ
ａ
　
＆
　
Ｈ
ｅ
ｒ
　Ｎ
ｅ
ｉｇ

ｈ
ｂ
ｏ
ｕ
ｒ
ｓ

と

と

も

に

早

大

ゴ

ル

ド

ン

文

庫

に

収

め

ら

れ

て

い

る

事

に

よ

っ
て

明

ら

か

で

あ

る

。

二

人

の
見
た
日
本
に
は
十
年
の
差
が
あ
り
、
そ
の
間
の
日
本
の
進
歩
を
念
頭
に

置

い
て

も
、
な
お
こ
の
二
女
性
の
旅
行
記
に
は
決
定
的
な
相
違

が
あ

っ
た
。

そ
れ
は
、
バ
ー
ド
が
日
本
の
未
開
に
視
点
を
あ
て
て

、
事
実

を
忠
実
に
描
こ

う
と
し
た
の
に
対

し
、
ゴ
ル
ド
ン
は
歴
史
を
背
景
に
日
本
の
伝
統
文
化
と
近

代
文

化
の
混
在
を
描
き
、
新
島
襄
の
伝
記
に
よ
っ
て

日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
し
て
、
単
な
る
異
国
趣
味
で

は
な
い
「
新
し

い
日
本
」

を
印

象
づ
け
よ
う
と
し
た
点
で
あ

っ
た
。

日
本
の
未

開
の
イ

メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
日
英
同
盟

の
必
要
を
論
じ
た
こ
の

本

が
、
日
清
戦
争
を
目
前

に
し
て
、

ロ
シ
ア
を
牽
制
す

る
必
要

に
迫
ら
れ
、

英
国

の
支
援

を
得

よ
う
と
日
英
条
約
の
改
正

に
懸
命

な
努
力
を
重
ね
て

い
た

当
時

の
日
本

に
も

た
ら
し
た
功
績
は
大
き

か
っ
た
。

一

八
九
四

年
に
日
英
新
条
約
が
締

結
さ
れ

た
と
き
、
条
約
成
功
の
蔭
の
功

労
者

と
し
て

、
ゴ
ル
ド
ン
が
高
く
評

価
さ
れ
た
の
は
、
こ
の

た
め
で
あ
っ
た
。

ま

た
彼
女

が

か
つ
て
女
官
を
つ
と

め
、
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
女
王

の
信
任
が
厚

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
女
王

に
対
し
、
日
本
に
有
利

な
進
言
を
し

た
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。

こ

の
よ

う
に
し
て

彼
女

は
、
一
躍
「
英
国

一
の
日
本
熱
愛
者
」
と
い
う
声

価
を
獲
得
し

、
以

来
ロ
ン
ド

ン
で

日
本
人
留

学
生
に
さ
ま
ざ
ま
な
援
助

の
手

を

さ
し
伸

べ
る
事

に
な
っ
た
。
下
田

歌
子

が
助
力
を
受
け
た
の
も
こ
の
頃
で
、

下
田

は
佐

々
木
高
行

、
土
方
久
元
ら

に
ゴ
ル
ド
ン
の
厚
情
に
つ
い
て
種

々
書

き
送

っ
て

い
る
。
伊

藤
博
文
に
は
「

ゴ
ル
ド
ン
夫
人
が
ま
る
で
狂
す

る
如
く

世
話
致
し
く
れ
―
―
と
ま
れ
夫
人
は
当
代
英
国
女
流
中
、
至
極
評
判
良
き
き

想思と人のンドルゴＡＥ１｀
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け
者
に
候
」
と
書
き
、
女
王
在
位

六
〇
年

の
式
典

に
出
席
す
る
と
き

、
ゴ
ル

ド
ン
に
逢
う
よ
う
に
と
進
言
し
て
い
る
。

（
二
）
そ
れ
か
ら
一
〇
年
が
過
ぎ
、
か
つ
て
日
清
戦
争
後
の
欧
米
諸
国
に
台
頭
し

た
黄
禍
論
が
、
日
露
戦
争

を
前

に
し
て
再

び
高
ま

っ
て
き

た
。

英
国
・
米
国
の
支
援

を
た
の
み

に
日
露
戦
争

に
突
入
し

た
日

本
政
府
は
、

一
九
〇
四
年
二
月
一
〇
日

の
開
戦

の
そ

の
日
、
元
逓
信
大
臣
末
松

謙
澄
と
そ

の
随
員
高
楠
順
次
郎
、
友
枝
高
彦

を
英
国

に
、
数
日
遅
れ
て
金
子

堅
太
郎
を

米
国

に
派
遣
し

た
。
伊
藤
博
文

の
女
婿

、
末
松
の
発
案

に
よ

っ
て

行
わ
れ
た

日
本
最
初
の
国
際
広
報
活
動
で
あ
っ
た
。
高
楠
へ
の
辞
令
に
は
「
御
用
有
之

英
仏
独
三
国
へ
被
差
遣
」
と
し

か
記

さ
れ
て

い
な

い
が
、
外
交
資

料
館
所

蔵

の
関
係

史
料
に

は
、
「
日
露

戦
争
関
係
各
国

輿
論
啓
発

ノ
タ
メ
」

と
明
記

さ

れ
て

い
る
。
欧
米

に
拡
大

し
つ

つ
あ
る
黄
禍
論
を
抑
え
て

、
黄

色
人
種
へ
の

偏
見

を
除
去
し

、
日
露
戦

争
に
対

す
る
理
解
を
得

る
の
が
使
命
で

あ
っ
た
。

英
国

に
お
い
て

は
、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
出
身

の
末
松

、
オ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ー

ド
大
出
身
で

ミ
ュ
ラ
ー
に
学
ん
だ
高
楠
が
、
そ
れ
ぞ
れ
朋

友
知
己
を
頼
り
、

著
述
や
講
演
を
通
し
て

「
文
明

国
日
本
」
や
「
東

洋
平
和

を
め
ざ
す
日
露
戦

争
」

の
意
義

を
訴
え

続
け

た
。

こ
の
時

、
高

楠
が
ミ
ュ
ラ
ー
未
亡
人
や
、
英
国

随
一

の
親
日
派
と
目
さ
れ

る

ゴ
ル

ド
ン
の
協
力

に
よ
っ
て
、
同

盟
国
日

本
に
英
語

図
書

館

（
日

英
文

庫
）
を
作
ろ
う
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
の
も
、
そ
の
活
動
の
一

環
で
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
発
端
に
つ
い
て
は
、
後
に
東
京
日
日
新
聞

が
次

の
よ
う

に
記

し
て

い
る
。
「
日
露
戦
役
中
、
末
松
男

の
一
行
と
し
て
高

楠
文
学
博
士

が
倫
敦
在
留
中
、
英
国
の
紳
士
淑
女
は
同

氏
の
談
話
に
よ
り
て
、

我
邦
人

の
英
語
を
解
す
る
者
甚
だ
多
き
を
伝
聞
し
、
戦

勝
国
民
と
し
て
、
将

た
又
同
盟

国
民
と
し
て
信
頼
す
べ
き
日
本
人
の
為
に
図
書
の
寄
贈
を
な
さ
ん

と
て
、
某
貴
族
夫
人
熱
心
に
奔
走
、
各
富
豪
貴
族
等
を
勧
誘
し
て
蒐
集
…

…
。
」

こ
の
貴
族

夫
人
は
も
ち
ろ
ん

ゴ
ル
ド

ン
夫
人
で

あ
る
。

か
つ
て

フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
図
書
館
を
作
っ
た
祖
先
へ
の
思
い
と
日
本
へ
の
好
意
が
、

彼
女

を
こ

の
運
動

に
駆
り
た
て
た
の
で
あ
ろ
う
。

ミ
ュ
ラ
ー
夫
人
と

ゴ
ル
ド
ン
は
、
友
人
貴
族
の
協
力

を
得
て
、
英
、
米
、

加
の
新
聞

に
、
彼

我
の
理
解

と
親
善
の
た
め
に
家
庭
で
読
み

終
わ
っ
た
本
を

日
本

に
贈
ろ

う
と
広
告
し
、
ロ
ン
ド

ン
の

『
タ
イ
ム
ズ
』

に
は
詳
し

い
記
事

も
掲
載
さ
れ
た
。
事
務
所
と
し
た
ゴ
ル
ド
ン
の
家
に
は
続
々
と
書
籍
や
基
金

が
集

ま
り

、
そ
れ
は
た
ち
ま
ち
十
万
冊
近
い
厖
大
な
数
と
な

っ
た
。
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
大
成
功
を
収
め
た
の
で

あ
る
。

こ

の
「
日
英
文

庫
」

に
関
し
て
高

楠
は
、
『
愛

国
婦
人
』
『
時
事
新
報
』

『
図
書

館
雑
誌
』
『
東
京
日
日
新
聞
』
等

々
に
成
立
の
事
情
を
述
べ
て
い
る
が
、

国
際
世

論
啓
発
活
動
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
運
動
の

性
格
と
し
て
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
い
ま
そ
れ

に
つ
い
て
詳
細
を
記
す
紙
幅
は

な
い
が
、
そ
の
背
景
を
ふ
ま
え
、
運
動
の
展
開
を
追

っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
意

味
は
明
ら
か
で
あ
る
。

も

っ
と
も
、
こ
の
運
動
が
軌
道
に
乗
る
頃
、
日
露
戦
争
は
終
結
を
迎
え
て



い

た

。

だ

が

ゴ

ル

ド

ン

に
と

っ
て

、

そ

れ

ら

は

全

く
問

題

外

で

あ

っ

た

に

違

い

な

い

。

彼
女

は

日

英
文

庫

充

実

の

た

め

に

、

そ

の
活

動

を
そ

れ

か
ら

二
〇

年

近

く

、

彼
女

の
死

の
年

ま

で

営

々
と

続
け

た

の

で

あ

る
。

そ

し

て

最

終

的

に
は
一
〇
万
三
六
九
八
冊
が
日
本
に
寄
付
さ
れ
た
。
英
国
民
の
好
意
と
ゴ
ル

ド

ン
夫

人

等

の

献

身

に

よ

っ
て

成

立
し

た

日
英

文

庫

が

、

日
本

文

化

の

向

上

と

、

日

英
両

国

の

理
解

と

親

善

に

い

か

に
貢

献

し

た

か

は
、

い
ま

さ
ら

言

う

ま

で

も

な

い
。

こ

の

時

集

め

ら

れ

た

書

籍

は

、

ゴ

ル

ド

ン

に

よ

っ
て

Ｄ
ｕ
ｌｃ
ｅ
　
Ｃ
ｏ
ｒ
　
Ｌ
ｉ
-

ｂ
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ａ
ｒ
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（
温

か

い
心

の

図

書

館

）

と

名

づ

け

ら

れ

、

紆

余

曲

折

の

末

、

折

か

ら

開

館

を
予

定

し

て

い
た

東

京

市

立

日

比

谷

図

書

館

に
寄

託

さ

れ

た

。

当

初

の

同

図

書

館

の

蔵

書

は

、

和

漢

書

が

二

万

五

〇

〇

〇

冊

、

洋

書

が

約

一

〇

万

冊

で

、

洋

書

は
日

英

文

庫

か

ら

の

寄

託

書

が

そ

の

大

半

を

占

め

た

。

そ

れ

ら

の
中

か
ら

四

万

八
〇

〇

〇

冊

を

ま

ず

閲

覧

に
供

す

る
こ

と

と

し

て

、

一

九

〇

八
年
一
一
月
一
六
日
に
日
比
谷
図
書
館
の
開
館
式
が
行
わ
れ
た
。

こ

の

日

英
文

庫

は
惜

し

く

も

太

平

洋

戦

争

の

東

京

空

襲

に
よ

り

、

一

九

四

五

年

五

月

二
六

日

、

日

比

谷

図

書

館

と

と

も

に
全

焼

し

て

し

ま

っ
た

。

だ

が

、

県

立
山

口

図

書

館

と

県

立

長

崎

図

書

館

に

は
、

明

治

末

年

に
貸

し

出

さ

れ

て

い

た
複

本

数

百

冊

が

、

戦

災

や

時

局

に

お

も

ね

っ

た
廃

棄

処

分

を

免

れ

て

、

現
存
し
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
る
。

（
三
）

日
英
文
庫
提
唱
者
ゴ
ル
ド
ン
が
日
比
谷
図
書
館
寄
託
の
た
め
に
来
日
し
た

の

は

、

一

九
〇

七

年

八
月

の

末

で

あ

っ
た

。

そ

れ

か
ら

の
彼

女

は
、

一

時

の

中

断

を

は

さ

ん
で

、
死

ぬ
ま

で

の

一

八
年

間

を

、

日
本

を
拠

点

と

し

て

比

較

宗

教

学

を

研

究
す

る

と

い
う

、

こ

れ

ま

で

と

は

全

く
異

な

る
人

生

を

歩

む

こ

と

に

な

っ
た

。

日

英
文

庫

の

た

め

に
同

学

の

仏

教

学

者

高

檣

順
次

郎

と

接

し

た
事

が

、
彼

女

を

比

較

宗

教
研

究

に
回

帰

さ

せ

る

契

機

と

な

っ
た

の
で

あ

ろ

う

。

文

庫
寄

託

の

た

め

の

訪

日

の

途
中

、

す

で

に

ア

ジ

ア

各

地
で

キ
リ

ス

ト
教

の

伝

播

の

跡

を

調
査

し

、

中
国

で

Ｔ

・

リ

チ

ャ
ー

ド

〈
漢

名

、
李

提

摩

太

）

に

会

い
研

究

の

指
針

を

得
て

い

る
。

来

日

後

、

程

な

く

著

わ

し

た

Ａ
　
Ｓ
ｐ
ｅ
ａ
ｋ
ｉｎ
ｇ

　Ｓ
ｔｏ
ｎ
ｅ

の
冒

頭

で

ゴ

ル

ド

ン

は

、
自

分

は
仏

教

に
関

す

る

知

識

が

乏

し

い

の
で

、

有

名

な

支
那

学
者

に

つ

い

て

法

華

の

法

門

を
研

究

し

た

と

記

し

、
「
こ

の

支

那

学

者

は

曽

て

馬

鳴

の
起

信
論

を
訳

し

、

そ
の

進

歩

せ

る

大

乗

教

理

と
耶

蘇

教

義

の

間

に

於

て
驚

く

べ
き

同

似

点

を
発

見

し

た

る

人

な

り

。

余

も

亦
仏

教

徒

た

る

諸

友

の
厚

意

に

よ

つ
て

仏

耶

の
両

教

義

を

比

較

し

、

其

間

に

於
て

喜

ぶ

べ

き

思

想

の

融
和

を
認
め
た
り
」
（
高
楠
訳
『
弘
法
大
師
と
景
教
―
―
一
名
物
言
ふ
石
』
）
と
書
い
て

い
る
。
こ
れ
が
ゴ
ル
ド
ン
の
仏
耶
一
元
論
の
初
出
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。

こ

の
大

乗

起

信

論

を

英

訳

し

た
支

那

学
者

が
前

記

リ

チ

ャ
ー

ド
で

、
英

国

バ
プ
テ
ィ
ス
ト
派
の
宣
教
師
と
し
て
中
国
の
思
想
や
宗
教
を
研
究
し
、
長
年

に

わ

た

っ
て

独
特

の

方

法

で

中

国

伝
導

に

た
ず

さ
わ

っ
た
人

物

で
あ

る
。

そ

の

間

、

彼

は
幾

度

か
来

日

し

、

ゴ

ル

ド

ン
と

は
高

野

山

大

学

や
三

密

会

で

研

究

報

告

や

講

演

を

共

に
す

る

ほ

ど
親

し

か

っ

た
。

想思と人のンドルゴＡＥＱ
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ま
た
「
仏
教
徒
た
る
諸
友
」
の
一
人
で

あ
る
、
高
楠
も
当
時
「
仏
耶
の
接

触
及

び
調
和
」
と
題
す
る
講
演
や
著
作
で

、
キ
リ
ス
ト
教
の
三
位
一
体
と
仏

教

の
三
身
即
一
な
ど
五
項
目
を
比

較
し
つ
つ
、
仏
耶
両
教
の
共
通
真
理
を
探

り

、
「
両
教
提
携
調

和
の
美
徳
を
発
揮

し
て

こ
そ
、
社

会
、
人
心

に
真
理
の

光

、
命
の
水
を
与
ふ
る
を
得
べ
き

な
り
」

と
述
べ
て

い
る
。
こ
の
高
楠
は
、

か
つ
て

ミ
ュ
ラ
ー
の
許
で
研

究
し
て

い
た
と
き
、
キ
リ
ス
ト
教
ネ
ス
ト
リ
ア

ン
の
中
国
渡
来
の
歴
史
を
記
し
た
「
大
秦
景

教
流
行
中
国
碑
」
の
碑
文
作
者

ア

ダ
ム
（
景
浄
）
が
実
在
の
人
物
で

あ
る
こ
と
を

『
貞
元

釈
教
録
』

の
中

に

発
見

し
て

、
景
教
碑
の
偽
造
説
を
完

全
に
払

拭
し

た
事
で

も
知
ら
れ
て

い
た
。

そ
れ

は
唐

に
お
け

る
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教

の
接
触

の
証
明
で

あ
っ
た
。

ゴ
ル
ド
ン
は
、
こ
れ
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
、
こ
の
原
始

キ
リ
ス
ト
教
が
真

言
密
教

に
伝
え
ら

れ
た
と
考
え
た
。
彼
女

は
八
四
一
年
会
昌

の
弾
圧

に
よ
り
、

景

教
碑
が
埋

め
ら

れ
た
経
緯

を
ふ
ま
え

て
、
次

の
よ

う
に
論
じ
て

い
る
。

「
大
師

が
長
安

に
着

せ
る
時
、
市
内

に
四
大
景

寺
あ
り
、
一
大
景

教
碑
あ
り
。

英
邁
で
新

知
識
の
吸
収
に
熱
中
せ

る
弘
法
大
師
が
、
十
字
架

を
冠
し
異
文
字

を
刻
せ
る
碑
を
見
ぬ
こ
と
が
あ
り
得
よ
う
か
―
―
か
の
景
教
碑
は
物
言
う
石

と
し
て

日
出

ず
る
国
よ
り
遠
来
せ

る
学
問
僧

に
そ

の
教
え

を
伝
え
、

能
事
終

り
て
四
〇

年
の

後
、
土
中
に
埋
も
れ
、
凡

そ
八
百
年
間

無
言
の
石
た
り
」
。

そ
し
て
安
芸
の
宮
島
の
弘
法
遺
跡
と
伝
え
ら
れ
る
弥
山
の
”
消
え
ず
の
火
”

に
、

キ
リ
ス
ト
降
誕

祭
の
ユ
ー
ル

ロ
ッ
グ
（
木
頭
火
）
と

の
共
通
性
を
見
出

し
、

弥
山
本
堂
の

幔
幕

や
懸
灯

に
印
さ
れ

た
叉

斧
（
ダ
ブ

ル
ア
ッ

ク
ス
）

に
、

ク
リ

ー
ト
島

の
神

の
表
章
と

の
類
似
を
発
見
し
て
、
古
代

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化

の
弘
法
大

師
へ
の
伝
承

を
確
信
し

た
。
（
前
掲
『
弘
法
大
師
と
景
教
』
）
こ
こ
で

彼
女
は
改
め
て
、
仏
耶
両
教
を
比
較
し

、
そ

の
歴
史
的
連
鎖
と
思
想
的
連
鎖

の
証
明
を
発
見
し
よ
う
と
決
意
す
る
の
で
あ

る
。

や
が
て
彼
女
は
両
教
接
触
の
証
と
し
て
、
景
教
碑
の
複
製
を
弘
法
大
師
ゆ

か
り
の
高
野

山

に
建

立
し
よ

う
と
考
え

た
。
「
キ
リ
ス
ト
教
の
碑
を
高
野
山

に
建
立
す
る

に
つ

い
て
は
、
宗
門

に
異
議
な
し
と
は
せ
ず
」
と

『
高
野
山
時

報
』

は
伝
え
て

い
る
。
だ
が
彼
女
の
熱
意
と
開

か
れ
た
宗
門
の
伝
統

に
よ
り
、

景
教
碑
の

レ
プ
リ

カ
が
高
野
山
奥
の
院

に
作
ら
れ
た
。
一
九
一
一
年
の
こ
と

で
あ
る
。
つ
い
で
五

年
後
に
は
朝
鮮
金
剛
山
長
安
寺
に
も
同

様
の
碑
を
建
立

し
、
ゴ
ル
ド

ン
は
彼
女
な
り

の
歴
史
的
連
鎖
の
証
明

を
試
み

た
。

コ

ロ
ン
ビ

ア
大

学
の

フ
リ

ッ
ツ
・
ホ

ル
ム
が
米
英

の
大
学

か
ら
基

金
を

募

っ
て

、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
中
央
博
物
館
に
景
教
碑

の
レ
プ
リ
カ
を
建
て

て

か
ら

、
わ
ず
か
四

年
の
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
発

見
当
時
、

ロ
ゼ
ッ

タ
・

ス
ト
ー
ン
に
匹

敵
す

る
史
料
と
欧
米
の
学
者
を
驚
嘆
さ
せ
た
景
教
碑
は
、
こ

の
よ

う
に
し

て
、
は
じ
め
て
日
本
に
招
来
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
や
や
精
確
を

欠
く
と

は
い
え

、
宗

教
・
歴
史
研
究
へ
の
寄
与

は
大
き

か
っ
た
。

当

時
、
景

教
研
究

の
世
界
的
権

威
と

い
わ
れ
た
佐
伯
好

郎
が
刊
行
し

た

『
景

教
碑
文
研
究
』

は
、
彼
自
身

の
綿

密
な
碑
文
解
釈
と

と
も
に
、
桑
原

隲

蔵

の
「
西

安
府
の
大
秦
景

教
流
行
中

国
碑
」
、
高
楠
が

フ
ラ
ン
ス
東
洋
学
会

誌

『
通
報
』

に
発
表
し

た
前
述
の
ア
ダ

ム
発

見
に
関
す

る
論
文
、
そ
し
て
ゴ

ル
ド
ン
の
「
弘
法
大
師
と
景
教
―
―
一
名
物
言
ふ
石
」
を
収
録
し
て
、
当
時

の
景
教
研
究

の
成
果

を
網
羅
し
た
名
著
と
い
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
中
で
佐
伯



は
、
高
野
山
の
景
教
碑

に
つ
い
て
、
今
後
吾
国
の
学
者
が
大
い
に
欧
米

の
学

会
に
貢
献
す
る
こ
と
あ
ら

ん
と
称
え
て

い
る
。

高
楠
も
雑
誌

『
宇
宙
』
で
「
景
教
碑

は
ヤ
ソ
と
仏
教
の
融
和

を
は
か
ら

ん

と
、
高
野
山
上

に
ゴ
ル

ド
ン
夫
人
が
建
て

た
の
で
あ
る
。
両

教
の
教
義
の
上

に
融
和

を
は
か
つ
た
事
を
見
る
べ
き
で

あ
る
」
と
評
価
し
て

い
る
。

一
方
、
高
野
山
大
学
教
授
村
上
博
輔

は
、
景
教
碑
の
建
立
を
評
価
し
。
真

言
密
教

の
宗
風
の
中

に
流
れ
て

い
る
キ
リ
ス
ト
教
と
の
類
似
を
具
体
的

に
認

め
な
が
ら
も
、
「
弘
法
大
師
が
直
接

に
景
教
と
接
し
た
と
は
思
わ
な

い
。
（
長

安
に
お
い
て
）
新
し

い
宗
教
と
し
て
景
教

が
当
時
の
思
想
界
に
施
し
た
も

の

を
、
当
時
の
密
教
が
可
と
し
て
、
既

に
其
教

に
取
り
入
れ
て

い
た
も
の
で

は

な
い
か
」
と
考
え
て

い
る
。

（
四
）日
本
全
土
お
よ
び
広
く
ア
ジ
ア
を
踏
査
し
て
、
実
証
的
に
仏
耶
一
元
の
研

究

を

す

す

め

た

ゴ

ル

ド

ン

は

、

こ

の

十

年

近

い

歳

月

の

間

に

、

前

掲

の

Ａ

Ｓ
ｐ

ｅ
ａ

ｋ
ｉ
ｎ

ｇ

　
Ｓ

ｔ
ｏ
ｎ

ｅ

を

は

じ

め

Ｍ

ｅ
ｓ
ｓ

ｉ
ａ

ｈ

　
Ｔ

ｈ
ｅ

　
Ａ

ｎ

ｃ
ｅ
ｓ

ｔ
ｒ
ａ

ｌ
　
Ｈ

ｏ
ｐ

ｅ

　
ｏ
ｆ

Ｉ
　ｎ
ｅ

　
Ａ

ｇ

ｅ

，

Ｌ

ｏ

ｔ
ｕ
ｓ

　
Ｇ

ｏ

ｓ
ｐ

ｅ

ｌ
　
ｏ

ｒ

　
Ｍ

ａ

ｈ
ａ
ｙ

ａ

ｎ
ａ

　
Ｂ

ｕ

ｄ

ｄ

ｈ

ｉ
ｓ
m

，
　
Ｗ

ｏ

ｒ
ｌ
ｄ
-

Ｈ

ｅ
ａ

ｌ
ｅ
ｒ
ｓ

　
ｏ

ｒ

　
Ｔ

ｈ
ｅ

Ｌ

ｏ

ｔ
ｕ
ｓ

　
Ｇ

ｏ

ｓ
ｐ

ｐ

ｅ

ｌ
，

　
Ｓ
ｙ

ｍ

ｂ
ｏ

ｌ
ｓ

　
ｏ
ｆ

　
Ｔ

ｈ
ｅ

　
Ｗ

ａ
ｙ
-

Ｆ

ａ
ｒ

Ｅ
ａ

ｓ

ｔ
　ａ

ｎ

ｄ

　
Ｗ

ｅ

ｓ
ｔ

等

を

つ

ぎ

っ

ぎ

に

刊

行

し

た

。

ま

た

高

野

山

の

阿

部

全

鼎

と

弘

法

大

師

伝

の

英

訳

を

し

、

愛

国

婦

人

会

。

早

稲

田

大

学

、

高

野

山

大

学

、

東

寺

大

学

等

で

講

義

や

講

演

を

お

こ

な

い

、

さ

ら

に

高

野

山

蓮

成

院

で

は

、

一

年

近

く

滞

在

し

て

研

究

に

熱

中

し

た

。

早

大

ゴ

ル

ド

ン

文

庫

に

は

、

敦

煌

な

ど

の

考

古

学

探

検

で

著

名

な

Ｍ

・

Ａ

・

ス

タ

イ

ン

が

カ

シ

ミ

ー

ル

か

ら

ゴ

ル

ド

ン

に

宛

て

た

手

紙

が

あ

る

。

そ

こ

に

は

、

ゴ

ル

ド

ン

が

奈

良

で

発

見

し

た

口

―

タ

ス

・

プ

リ

ン

セ

ス

の

絵

と

、

敦

煌

千

仏

洞

の

絹

絵

の

類

似

に

対

す

る

驚

き

が

述

べ

ら

れ

、

そ

れ

を

指

摘

し

た

ゴ

ル

ド

ン

に

対

す

る

感

謝

の

言

葉

が

記

さ

れ

て

い

る

。

ま

た

、

オ

ッ

ク

ス

フ

ォ

ー

ド

大

学

の

比

較

言

語

学

教

授

Ａ

・

Ｈ

・

セ

ー

ス

は

ゴ

ル

ド

ン

の

著

書

、

Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
-
Ｈ
ｅ
ａ
ｌｅ
ｒ
　ｏ
ｒ
　
Ｌ
ｏ
ｔｕ
ｓ
　
Ｇ
ｏ
ｓ
ｐ
ｅ
ｌ
を

読

ん

で

、

そ

の

推

薦

文

に

「
比

較

宗

教

に

つ

い

て

今

ま

で

書

か

れ

た

中

で

最

も

興

味

深

く

、

仏

教

と

原

始

キ

リ

ス

ト

教

の

間

に

あ

る

密

接

な

関

係

を

美

事

に

証

明

し

た

、

自

分

の

仮

説

も

こ

こ

で

証

明

さ

れ

た

」

と

記

し

、
「

こ

の

書

は

東

洋

の

宗

教

研

究

に

新

時

代

を

築

く

で

あ

ろ

う

」

と

絶

賛

し

て

い

る

。

こ

の

時

期

は

ゴ

ル

ド

ン

に

と

っ

て

最

も

活

力

に

満

ち

た

日

々

で

あ

っ

た

に

違

い

な

い

。

だ

が

そ

こ

に

、

二

つ

の

悲

報

が

も

た

ら

さ

れ

た

。

一

九

一

五

年

、

前

年

始

ま

っ

た

第

一

次

世

界

大

戦

の

最

中

、

ロ

ン

ド

ン

郊

外

の

病

院

で

療

養

中

の

夫

ジ

ョ

ン

が

死

亡

し

た

。

続

い

て

翌

年

、

ゴ

ル

ド

ン

・

ハ
イ

ラ

ン

ダ

ー

ス

・

レ

ジ

メ

ン

ト

の

大

尉

で

あ

っ

た

長

男

ロ

ナ

ル

ド

が

、

フ

ラ

ン

ス

戦

線

で

戦

死

し

た

と

の

悲

報

が

届

い

た

の

で

あ

る

。

し

か

も

そ

れ

を

知

ら

せ

て

き

た

次

男

エ

リ

ッ

ク

の

手

紙

に

は

、

兄

嫁

は

戦

場

で

負

傷

兵

の

収

容

に

あ

た

っ

て

お

り

、

自

分

も

飛

行

中

尉

と

し

て

死

を

覚

悟

し

て

戦

っ
て

い

る

と

書

か

れ

て

い

た

。

こ

こ

に

至

っ

て

ゴ

ル

ド

ン

は

遂

に

帰

国

を

決

意

し

、

今

ま

で

研

究

の

た

め

に

収

集

し

た

す

べ

て

を

、

大

隈

重

信

を

介

し

て

早

稲

田

大

学

に

託

す

こ

と

に

し

た

の

で

あ

る

。

こ

れ

が

、

早

大

ゴ

ル

ド

ン

文

庫

で

あ

る

。

想思と人のンドルゴＡＥ尸
ａ

Ｑ

り



『
早
稲

田
学
報
』
二

六
三
号

は
、
夫
人

の
研
究

、
略
歴

を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
大
隈
夫
妻

の
主
催
で
、
天
野
為
之

学
長

、
高
田
早
苗
名
誉
学
長
、

塩
沢

昌
貞
理
事
、
佐
伯
好
郎
が
出
席
し
て
行

わ
れ

た
ゴ
ル
ド
ン
夫
人
送
別
昼
餐
会

の
模
様
を
載
せ
て

い
る
。
そ
の
記
事

か
ら
、

ゴ
ル
ド
ン
が
早
大

に
コ
レ

ク
シ

ョ
ン
を
委
ね
る
決
心
を
し
た
の
は
、
早
大
で
名
誉
講
師
と
し
て
「
比
較
宗
教

学
」
「
西
遊
記
」
を
講
じ
た
縁
と
、
夫
人
が
大
隈
夫
妻
を
深
く
敬
慕
し
、
学

問
の
自
由
を
標
榜
す
る
こ
の
よ
う
な
大
学
で
、
同
好
の
士
の
研

究
に
役
立
て

て

ほ
し
い
と
望
ん
だ
た
め
で

あ
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
こ
の
と
き
大

隈
は
、

平

和
が
回
復
し
た
ら
再

び
来
朝

し
て
研

究
を
継
続
、
大
成
さ
れ
ん
事
を
と
願

い
、
大
学
か
ら

の
記
念

の
金
メ
ダ
ル
を
贈
っ
て

別
れ
を
惜

し
ん
だ
と
い
う
。

一
九
一
六
年
一
二
月
、
ゴ
ル
ド
ン
は
横
浜
を
出
航
、
帰
英
の
途
に
つ
い
た
。

こ
こ
で

、
大
隈
重
信
と

ゴ
ル

ド
ン
の
こ

れ
ほ
ど
親
し

い
関
係

に
つ

い
て
考

え
て
み

た
い
。

『
早
稲
田

学
報
』
一
九
〇
八
年
二
月
号

に
、
ゴ
ル
ド
ン
が
自
著
や
リ
チ

ャ
ー

ド
の
『
大
乗
起
信
論
』
な
ど
七
冊
を
早
大

に
寄
付
し
た
記
事
が
あ
る
の
で
、

二
人
の
交

流
は
来
日
後
間
も
な
く
始
ま

っ
た
と
見
て

い
い
。

ゴ
ル
ド

ン
は
そ

の
後

も
た
び
た

び
英
書

を
早

大
に
寄
付

し
、
大
隈
も
ま
た
、
自
著
『
開

国
五

十
年
史
』
（
英
文
）
を
贈
る
な
ど
し
て
、
そ

の
親
交
は
深
く
な

っ
て

い
る
。

二
人
を
紹
介
し
た
の
は
、
大
隈
と
親
し

か
っ
た
下
田
歌
子

か
、
早
大
の
校

友
で
あ
り
、
一
時
、
教
職
に
も
つ
い
て
い
た
佐
伯
好
郎
で

あ
ろ

う
と
思

う
が

確
定
で
き
な
い
。
だ
が
、
ゴ
ル
ド

ン
が
大
隈
を
敬
慕
し
た
理
由
の
一
つ
に
、

清
国
留
学
生
教
育
に
取

り
組
む

大
隈
へ
の
共
感
が
あ
っ
た
こ
と

は
確
か
で

あ

ろ
う
。

こ
の
清
国
か
ら

の
留

学
生
は
、
日
清
戦
争
の
の
ち
日
本
近
代
化

の
学
習
を

め
ざ
し
て

来
日

し
、
年

ご
と
に
増
加
し
て

い
っ
た
が
、
こ
の
時
、
早
大
が
そ

の
教
育

に
主
導
的

役
割

を
果

た
し
た
事
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
同
じ
頃
、

清
国
女
子
留
学
生

を
受
け

い
れ
、
男
子
は
早
稲
田
、
女
子

は
実
践
と
並
び
称

せ
ら
れ

た
の
が
、
下
田
歌
子
の
創
立
し
た
実
践
女
学
校
で
あ

っ
た
。
ま
た
高

楠
順
次
郎
も
外
務
省
の
依
嘱
に
よ

っ
て
日
華
学
堂
を
開
校
し
、
そ
こ
で
は
、

や

は
り
英
国
で
学
ん
だ
末
松
謙
澄
が
、
教
育
勅
語
を
清
国
留
学
生
に
教
え
て

い
た
と
い
う
。

親

し

い

人

々

の

こ

の

よ

う

な
活

動

を

、

ゴ

ル
ド

ン
は

来

日

前

に
す

で

に
聞

き

知

っ
て

い

た
の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。
『
周

遊

』

第

三

版

（
一
九
〇
三
年
）

に

は

、
初

版

を
書

い

た
頃

を

回
顧

し

な

が

ら

、

日

本

人
が

懸

命

に
欧

米

に

学

ん
で

い

た
時

代

か
ら

わ
ず

か

し

か
経

っ
て

い
な

い

の

に
。

今

は
そ

の

日

本

に

清

国

留
学

生

が
数

多

く
学

ぶ

よ
う

に
な

っ
た

、

と

感

慨
を

こ

め
て

男

女

留

学

生

の

そ
れ

ぞ

れ

の
概

数

ま
で

記

し

て

い

る
。

こ

の

事

は
、

か

つ
て

英

国

在

住

の

日

本

留

学

生

か
ら

、
「
日

本

の
母

」

と

呼

ば

れ

た

ゴ

ル

ド

ン

が

、

そ

の

自

ら

の
姿

と

重

ね
合

わ

せ
な

が

ら

、

下

田

や

高

楠

の
帰

国

後

の

活

動

を

注

目

し

つ

づ

け

て

い

た
事

を

示

す

も

の

で

あ

ろ

う

。

そ

の

中
で

当

然

に
、

大

隈

の

清

国

留

学

生

教

育

を

知

り

、

尊

敬

し

て

い

た

に

違

い
な

い
。

や

が

て

来

日

し

て

大

隈

の

知

遇

を

得

る
よ

う

に
な

っ

た
彼

女

は

、

そ

の

著
書

Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
　Ｈ
ｅ
ａ
ｌｅ
ｒ

（
一
九
一

三
年
）
の

献

辞

を

大

隈

に
捧

げ

、

大

隈

が

ア

ジ

ア

の

留

学

生

に

広

く

門

戸

を

開

き

、

清

国

留

学

生

部

を

創
設

し

た
事

を

称

え

て

い

る

。

3
6



こ
の
よ
う

に
国
籍
や

民
族

を
超
え
て

、
学
ぶ
者
を
愛
す
る
こ
と
で
共

鳴
し

た
二
人
の
交
流
は
、
終
生
続
い
た
。
日
英
の
親
善
、
仏
耶
の
一
元
と
い
う
和

合
の
世
界

を
求
め
続
け

た
ゴ
ル
ド

ン
と
、
「
東
西
文
明

の
調
和
」

を
か

か
げ

て
平
和
へ
の
道
を
探

っ
た
大
隈
と
、
そ

の
理
想
に
通
い
合
う
も
の
が
あ

っ
た

の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

（
五
）さ

て

研

究

半

ば

で

日

本

を

去

っ

た

ゴ

ル
ド

ン
は

、

大

戦

の

終

結

を

待

ち

か

ね

て

い

た

の

だ

ろ

う

。

一
九

一

九

年

の

二

月

に

は

早

く

も

英

国

を

出

発

し

て

、

来

日

し

て

い

る

。

夫
と

子

供

を

失

っ
た

彼

女

の

英

国

で

の

二
年

あ

ま
り

の
生

活

に

関

し

て

は

、

ま

だ
何

も

分

か

っ
て

い

な

い

。

次
男

エ
リ

ッ

ク

に

つ

い
て

は

、
死

亡

を

思

わ

せ

る

よ

う
な

資

料

が

あ

る

の

だ

が

、

今

の

と

こ

ろ
確

認

で

き

な

い

で

い

る

。

夫

ジ

ョ

ン
が

死

の

二

年

前

に

書

い

た

一

六

ペ

ー

ジ

に
及

ぶ
遺

言

状

が

、

ロ

ン

ド

ン
の
Ｓ
ｏ
ｍ

ｅ
ｒ
ｓ
ｅ
ｔ
　Ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ
に
保

管

さ

れ

て

い

る
の

が

唯

一

の
手

が

か

り

で

あ

る
。

妻

と

五

人

の
子

供

へ

の

遺
産

の

分
配

を
記

し

、

迫

り

来

る

戦

争

の

危

機

を
察

知
し

て

い

た

の

か

、

欧
州

大

陸

や
植

民

地

に
所

有

し

て

い

る

資

産

や

、

信

託

財

産

の

運

用

方

法

を
懇

切

に
指

示

し

て

い

る
。

だ

が

夫

人

は
間

も

な

く

、

こ
れ

ら

の

資

産

を

整

理

し

、

英

国
で

の
絆

を

断

っ
て

、

た
だ

研

究

の

継

続
完

成
だ
け
を
目
指
し
て
日
本
に
帰
っ
て
来
た
。
そ
こ
に
は
仏
耶
一
元
の
神
へ
の

信

仰

と

そ

の

許

で

の

往

生

の

願

い
も

あ

っ

た
の

で

は

な

か
ろ

う

か
。

彼

女

は

こ

の

頃

す

で

に
腎

臓

を

病

ん
で

い

た
。

旅

を

何

よ

り

の
楽

し

み

と

し

、

フ

ィ

ル

ド

ワ

ー

ク

を

重

視

し

た

彼

女

が

、

こ

の

最

後

の

六

年

間

は

研

究

に

没

頭

し

、

宿

所

と

し

た

京

都

ホ

テ

ル

か

ら

、

た

っ

た

一

度

外

出

し

た

だ

け

だ

っ

た

と

伝

え

ら

れ

て

い

る

。

そ

の

間

、

親

身

も

及

ば

ぬ

世

話

を

し

た

の

が

京

都

ホ

テ

ル

支

配

人

淡

川

康

韶

で

あ

っ

た

。

そ

の

息

女

佐

々

木

孝

子

さ

ん

は

父

に

連

れ

ら

れ

て

時

々

訪

れ

た

部

屋

で

、

ベ

ッ

ド

に

上

半

身

を

お

こ

し

て

書

き

物

を

し

て

い

た

ゴ

ル

ド

ン

夫

人

の

姿

を

記

憶

し

て

い

る

。

夫

人

は

高

野

山

や

東

寺

の

知

友

、

特

に

高

野

山

管

長

土

宜

法

龍

等

に

学

問

上

の

疑

義

を

質

し

な

が

ら

、

研

究

と

執

筆

に

没

頭

し

、

つ

ぎ

つ

ぎ

に

著

書

を

世

に

送

り

出

し

て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
仏
耶
一
元
論
の
集
大
成
と
し
て
の
Ｌ
ｏ
ｔ
ｕ
ｓ

Ｇ
ｏ
ｓ
ｐ
ｅ
l
(
改
定
版
）
、
『
大
道
無
方
・
仏
耶
一
元
』
と
い
う
日
本
語
書
名
を
持

っ
Ａ
ｓ
ｉ
ａ
ｎ
　
Ｃ
ｈ
ｒ
ｉ
ｓ
ｔ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｍ
ａ
ｈ
ａ
ｙ
ａ
ｎ
ａ
,
そ
の
他
Ｈ
ｅ
ｉ
ｒ
ｌ
ｏ
ｏ
ｍ
ｓ
　
ｏ
ｆ

Ｅ

ａ

ｒ

ｌｙ

　
Ｃ

ｈ
ｒ

ｉ
ｓ

ｔ
ｉ
ａ

ｎ

ｉ
ｔ
ｙ

　
Ｖ

ｉ
ｓ

ｉ
ｂ

ｌｅ

　
ｉ
ｎ

　
Ｊ
ａ
ｐ

ａ
ｎ

等

で

あ

る

。

ま

た

、

か

つ

て

彼

女

が

編

纂

し

た

Ｔ

ｒ
ｅ
ａ
ｓ
ｕ

ｒ
ｅ
ｓ

　
ｏ
ｆ

　Ｄ

ａ

ｒ

ｋ
ｎ

ｅ
ｓ
ｓ

　ａ

ｎ

ｄ

　
Ｓ
ｏ
ｎ

ｇ

ｓ

　
ｏ
ｆ

　Ａ

ｓ
ｃ
ｅ
ｎ

ｔ

を

再

版

し

て

病

院

や

施

設

に

寄

付

し

、

病

む

人

や

老

人

の

心

の

安

ら

ぎ

を

願

っ

た

。

ま

た

当

時

、

米

国

で

高

ま

っ

た

排

日

運

動

に

抗

議

し

、

ユ

ダ

ヤ

人

へ

の

援

助

も

惜

し

ま

な

か

っ

た

。

そ

の

枕

頭

に

は

常

に

、

大

隈

か

ら

見

舞

い

に

贈

ら

れ

た

、

重

信

の

母

三

井

子

が

八

八

歳

の

と

き

、

蓮

の

糸

を

つ

む

い

で

織

ら

せ

た

と

い

う

弘

法

大

師

像

の
額
絵
と

、
土

宜
法

龍
の
見
舞

い
で
あ
る
弥
勒
菩
薩

を
祀

っ
て

い
た
。
当
時

の
土
宜
法
龍
宛

の
為

に
、
彼
女
は
「
こ
の
盆
の
季
節

に
私

は
弘
法
大
師
の

御
画
像

に
向

い
礼

拝
致
居
り
候
」

と
信

仰
を
吐
露
し
、
ま

た
、
「
弥
勒

は
ヘ

ブ
ラ
イ
語
の

メ

シ
ア
、
ギ
リ

シ
ヤ
語

の
ク
リ

ス
ト

ス
、
英
語
の

ク
リ
ス
ト
、

想思と人のンドルゴＡＥ７Ｑ

り



と
等
し
い
梵
語

の
マ
イ
タ
レ
ー
ヤ
の
訳
語

に
て
、
仏
陀
と
キ
リ
ス
ト
は
別
異

の
も
の
に
は
非

ず
、
一

体
不

二
に
て
候
」
と
あ
く
ま
で

も
研

究
者
と
し
て
の

主
張
を
展
開
し
て
止

ま
な
か

っ
た
。

仏
耶
の
一
元
を
、
そ
の
言
語
、
儀
式
、
思
想
の
各
方
面
か
ら
探
究
し
た
彼

女
は
、
神
仏
習
合
を
仏
耶
の
関
係
に
置
き
換
え
て
、
本
地
垂
迹
説
に
似
た
仏

耶
一
元
論
を
構
築
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
二
年
大
隈
が
逝
き
、
翌
年
土
宜
が
没
し
た
。
そ
し
て

一
九
二
五
年

六
月
一
七
日
、
ゴ
ル
ド
ン
夫
人
は
京
都
ホ
テ
ル
一
号
室
に
お
い
て
、
ひ
っ
そ

り
と
亡
く
な
っ
た
。
享
年
七
十
四
。
戒
名

は
密
厳
院
自
覚
妙
理
大
姉
。
欧
米

人
と
し
て
真
言
密
教
最

初
の
潅
頂
を
う
け
た
彼
女
の
葬
儀
は
、
京
都
東
寺
に

お
い
て

仏
式
で

営
ま

れ
た
。
高
楠
順

次
郎
、
浜
田
耕
作
、
西

田
天

香
等
幅
広

い
会
葬
者
の
中

に
、
東

京
か
ら
駆
け
つ
け
た
英
国
大
使
Ｃ
・

エ
リ
オ
ッ
ト
の

姿
も
あ
っ
た
。
日
本
仏
教
に
傾
倒
し
て
い
た

エ
リ
オ
ッ
ト
は
、
ひ
と
し
お
深

く
盟
友
ゴ
ル
ド
ン
の
死

を
悼
ん
だ
に
違
い
な

い
。
彼
は
こ
の
翌
年
大
使
を
辞

任
し
た
後
、
再

び
仏
教
研
究
の
た
め

に
来
日
し
、
や
が
て
病

を
得
て

、
帰
国

の
船
中
で
客
死
す
る
と
い
う
、

ゴ
ル

ド
ン
に
似
た
生
涯
を
送

っ
て
い
る
。

一
〇
月
四

日
、
高
野
山
大
師
教
会
で

ゴ
ル
ド
ン
の
法
要

が
営
ま
れ
、
遺
言

に
従

っ
て
、
高
野
山
と
朝
鮮
金
剛
山

の
そ
れ
ぞ
れ
の
景
教
碑
の
か
た
わ
ら

に

分
骨
し
て
葬
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
淡
川
康
韶
が
喪
主
を
つ
と
め
た
が
、
そ
の

息
女
佐

々
木
さ
ん
は
、
七
百
名
を
超
え
る
法
要
の
列
に
、
ゴ
ル
ド

ン
家
の
人

の
姿
は
な
か

っ
た
と
言

っ
て

い
る
。

い
ま

ロ
ン
ド
ン
に
残
る
遺
言
状

に
よ
れ
ば
、
幾
許
か
の
遺
産
は
英
国
の
親

族

と

思

わ

れ

る

二

人

に
遺

さ

れ

、

家
屋

な

ど

は
売

却

し

て

、

そ

の

す

べ

て

が

聖

書

翻

訳

協

会

や

船

員

施

設

に
寄

付

さ

れ

た
。

書

籍

、

器

物

は

高

野
山

大
学

に
寄

贈

さ

れ

、

死

の

直

前

ま

で

書

い

て

い

た
部

厚

い
遺

稿

と

と

も

に

高
野

山

大

学

ゴ

ル

ド

ン
文

庫

（
六
三
八
冊
）
と

し

て

残

さ

れ

た
。

な

お

器

物

の

一

部

は

生

前

の

約

束

に

従

い
、

バ

ー

グ

マ
ン

博
士

を

介

し

て

パ

レ

ス
チ

ナ
の

エ
ル

サ

レ

ム
大

学

に

寄

贈

さ

れ

た

。

そ

れ

は

、

京
都

太

秦

の

豪

族

だ

っ

た
帰

化
人

秦

氏

を

イ

ス

ラ

エ
ル

人

の

後

裔

と

見

て
研

究
し

た

ゴ
ル

ド

ン
が

、

そ

の

証

と

考

え

た
資

料

だ

っ

た

の

だ

ろ

う

。

佐

伯

好

郎

の

『
拂

菻

考

』
『
太

秦

（
禹

豆

麻

佐

）

を

論

ず

』

に

影

響

さ

れ

て

ゴ

ル

ド

ン

は

日
猶

の

関

係

論

を
研

究

し

て

い
た

の

で

あ

る

。

高

野

山

奥

の

院

の

墓

碑

は

、

ゴ
ル

ド

ン

が
生

前

に

自

分

で

デ

ザ

イ

ン
し

た

も

の

で

あ

る
。
「

弘

法

大

師

が

唐

に

お

い
て

証

得

し

た
と

い

う

、

高

く

昇

っ

た

旭

日

の

如

く

国

民

を

覚

照

し

、

闇

い
所

に
座

し

死

の
影

に

住

ま

う
も

の

を

照
し
、
平
和
の
道
に
導
く
と
い
う
、
大
光
明
（
Ａ
　
Ｇ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
　
L
i
g
h
t
）
＝
遍
照

の

大

日

」

を

象

徴

す

る

球

を

、

八

葉

蓮
華

の
台

と

十

字

架

が

支

え

る
こ

の

構

図
は
、
ま
さ
し
く
仏
耶
一
元
に
よ
る
平
和
へ
の
祈
念
で
あ
っ
た
。

だ

が

、

彼

女

の

死

後

間

も

な

く

日

本

の
元

号

は
大
正

か

ら

昭

和

に
改

ま

っ

た
。

ナ

シ

ョ
ナ

リ

ズ

ム
の

が

台

頭

、

外

来
思

想

の

排

斥

、

と

も

は

や

仏

耶

一

元

論

を

受

容

す

る
時

代

で

は

な

く

な

っ
た

。
そ

れ

に
つ

れ

て

日

英

蜜

月

の

時

代

を

築

い

て

き

た

ゴ

ル

ド

ン
夫

人

の

名

も
忘

れ

ら

れ

て

い

っ
た

の

で

あ

る

。

（
１
）
　
早
大
ゴ
ル
ド

ン
文
庫
蔵
ゴ
ル
ド
ン
自
筆

メ
モ
（
一
九
一
六
年
）
。



（

２

）
　
　

Ｇ

ａ

ｔ
ｈ
ｅ

ｒ
ｅ

ｄ

　
Ｇ

ｒ
ａ

ｉｎ
,

　
１
８
７

１
,
　
Ｔ

ｈ

ｉｎ

ｇ

ｓ

　
Ｔ

ｏ

ｕ

ｃ

ｈ

ｉｎ

ｇ

　
Ｔ

ｈ
ｅ

　
Ｋ

ｉｎ

ｇ
,

　
１
８

７
３
.

（

３

）
　

ミ

ュ

ラ

ー

編

Ｔ

ｈ
ｅ

　
Ｓ

ａ

ｃ
ｒ

ｅ

ｄ

　
Ｂ

ｏ

ｏ

ｋ

　
ｏ
ｆ

　
Ｔ

ｈ

ｅ

　
Ｅ

ａ

ｓ

ｔ

，
　
１
８

７

９

に

Ｅ

ｌ
ｉｚ
ａ

ｂ

ｅ

ｔ
ｈ

Ａ

ｎ

ｎ

ａ

　
Ｈ

ｅ

ｎ

ｒ

ｙ

の

論

文

。

な

お

、

『

早

稲

田

大

学

和

漢

書

分

類

目

録

目

』

（

一

九

三

九

年

）

に

ゴ

ル

ド

ン

夫

人

の

一

八

八

六

年

卒

業

証

書

の

記

載

が

あ

る

が

、

今

は

所

在

不

明

で

あ

る

。

（

４

）
　

下

田

歌

子

「

目

下

来

日

中

の

ゴ

ル

ド

ン

夫

人

を

紹

介

す

る

」

（
『

愛

国

夫

人

』

一

三

九

号

。

一

九

〇

七

年

）
。

三

宅

得

聖

「

蓮

華

の

福

音

と

ゴ

ル

ド

ン

夫

人

」

（
『

中

外

日

報

』

一

九

八

六

年

）

な

ど

。

（

５

）

『

伊

藤

博

文

関

係

文

書

』

㈲

、

一

九

七

七

年

。

（
６
）
　
松
村
正
義
『
ポ
ー
ツ
マ
ス
へ
の
道
―
―
黄
禍
論
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
末
松
謙

澄

』

一

九

八

七

年

。

（
７
）
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ

，
　
２
３
，
　
O
c
t
.
,
　
１
９
０
５
.

（

８

）
　

佐

藤

政

孝

『

市

民

社

会

と

図

書

館

の

歩

み

』

一

九

七

九

年

。

（

９

）
　

森

睦

彦

「

ゴ

ル

ド

ン

夫

人

と

日

英

文

庫

」

（

『

東

海

大

学

課

程

資

格

教

育

セ

ン

タ

ー

紀

要

』

第

一

号

、

一

九

九

一

年

）
。

（
1
0

）
　

村

上

博

輔

「

唐

景

教

考

」

（
『

密

教

研

究

』

一

九

二

二

年

）
。

（
1
1

）
　

『

早

稲

田

大

学

百

年

史

』

第

一

巻

。

（
1
2

）
　

さ

ね

と

う

け

い

し

ゅ

う

『

中

国

留

学

生

史

談

』

一

九

八

一

年

。

（
1
3

）
　

『

高

野

山

時

報

』

一

九

二

二

年

六

月

二

五

日

号

、

同

年

九

月

一

五

日

号

、

他

。

（

1
4

）
　

ゴ

ル

ド

ン

著

、

高

楠

訳

『

弘

法

大

師

と

景

教

』

。

（

な

か

む

ら

・

え

つ

こ

、

日

本

史

・

女

子

教

育

史

、

会

員

）

想思と人のンドルゴＡＥ
－
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